
【
石
渡
議
員
】
子
育
て
支
援

住
宅
に
つ
い
て
、
子
育
て
世

代
を
呼
び
込
む
住
環
境
整
備

は
必
要
不
可
欠
と
認
識
し
て

い
る
。
町
の
考
え
方
、
方
向

性
を
伺
う
。

①
こ
の
計
画
は
民
間
業
者
が

町
有
地
に
建
築
整
備
し
、
30

年
間
、
５
億
１
８
４
０
万
円

で
一
括
借
り
上
げ
を
す
る
と

い
う
も
の
。
詳
細
を
伺
う
。

②
家
賃
の
設
定
に
つ
い
て
、

３
人
家
族
で
、
月
額
７
万
円

か
ら
10
万
円
ま
で
の
４
段
階

の
試
算
が
さ
れ
て
い
る
が
、

世
帯
収
入
、
上
限
、
下
限
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

③
町
の
借
り
上
げ
料
は
、
１

戸
当
た
り
11
万
６
千
円
、
管

理
費
１
戸
当
た
り
４
千
円
と

い
う
内
容
だ
か
、
経
年
劣
化

に
伴
う
修
繕
や
退
去
時
の
修

繕
の
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

④
入
居
条
件
に
つ
い
て
、
様
々

な
家
族
形
態
が
想
定
さ
れ
る

が
基
本
的
な
考
え
を
伺
う

【
平
山
町
長
】
①
旧
多
古
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地

を
民
間
事
業
者
が
既
存
の
建

物
、
外
構
等
の
撤
去
、
新
た

な
建
物
の
建
築
、
外
構
設
備

を
担
い
、
完
成
し
た
建
物
を

維
持
管
理
費
も
含
め
、
町
が

事
業
者
か
ら
一
括
借
り
上
げ

を
す
る
。

②
家
賃
は
詳
細
に
は
決
定
し

て
い
な
い
が
、
町
内
や
近
隣

市
町
の
相
場
を
み
て
、
適
宜

設
定
し
た
い
。
子
育
て
世
代

が
入
居
し
や
す
い
制
度
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

③
経
年
劣
化
に
伴
う
修
繕
は

事
業
者
が
担
う
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
退
去
時
の
修
繕
費

は
、
入
居
す
る
際
の
敷
金
で

賄
い
た
い
。

④
入
居
条
件
は
、
子
供
が
い

る
家
庭
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
り

親
家
庭
も
対
象
と
な
る
。
妊

娠
・
出
産
を
希
望
し
て
い
る

家
庭
は
対
象
と
す
る
か
ど
う

か
、
今
後
、
先
進
事
例
を
参

考
に
し
た
い
。

建
築
費
坪
単
価
は
、
魅
力

あ
る
住
環
境
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
耐
久
性
を
確
保
す

る
た
め
、
一
般
住
宅
の
相
場

よ
り
も
１
割
程
度
高
額
に
し

て
い
る
。

【
石
渡
議
員
】
一
括
借
り
上

げ
が
１
戸
12
万
円
。

仮
に
家
賃
を
８
万
円
に
し

た
場
合
は
、
差
額
４
万
円
。

加
え
て
空
室
が
あ
れ
ば
そ
の

負
担
も
生
じ
る
。

ま
た
、
駐
車
場
は
別
立
て

か
。

【
企
画
政
策
課
長
】
借
り
上

げ
と
家
賃
の
差
額
が
出
る
の

は
事
実
で
あ
る
が
、
一
方
で

固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
増

や
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基

準
が
上
が
る
。
さ
ら
に
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
ま
れ
る

な
ど
効
果
が
た
く
さ
ん
得
ら

れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

駐
車
場
は
家
賃
に
含
ま
れ

る
。

【
石
渡
議
員
】
入
居
者
が
税

金
等
の
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
、

町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

【
企
画
政
策
課
長
】
税
の
滞

納
が
あ
れ
ば
相
応
の
、
退
去

し
て
い
た
だ
く
と
か
、
そ
う

い
う
規
則
は
こ
れ
か
ら
設
計

し
て
い
く
が
、
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

【
石
渡
議
員
】
９
月
議
会
で

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
町
独

自
助
成
を
求
め
て
き
た
が
、

新
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
町

執
行
部
、
担
当
課
に
敬
意
を

表
し
、
努
力
を
高
く
評
価
す

る
。
さ
ら
に
制
度
の
詳
細
を

伺
う
。

【
平
山
町
長
】
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
者
を
50
歳
以
上
の
方
と

し
て
、
５
月
か
ら
の
開
始
に

向
け
て
町
民
の
皆
様
に
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

【
石
渡
議
員
】
５
月
か
ら
の

実
施
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

前
に
受
け
た
人
は
公
費
の
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
住
民
に
対
す
る
周

知
が
必
要
に
な
る
。

【
保
健
福
祉
課
長
】
今
回
、

議
案
を
議
員
に
配
布
し
た
時

点
で
、
町
内
の
医
療
機
関
に

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
算

を
提
出
し
た
旨
を
情
報
提
供

し
た
。
予
算
が
議
決
さ
れ
た

ら
医
療
機
関
と
調
整
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

【
石
渡
議
員
】
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
は
、
一
昨
年
、
８

年
ぶ
り
に
積
極
的
勧
奨
の
再

開
が
決
ま
っ
た
。
町
の
令
和

５
年
度
予
算
も
増
額
し
て
い

る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

【
平
山
町
長
】
ワ
ク
チ
ン
対

象
者
へ
の
通
知
を
行
う
と
と

も
に
、
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
を
経
過
し
て
し
ま
っ
た
方
々

に
対
し
て
、
無
料
で
受
け
ら

れ
る
旨
を
通
知
し
た
。
今
後

も
接
種
の
勧
奨
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

【
石
渡
議
員
】
多
古
町
で
今

ま
で
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
て
重
篤
な
副
反
応
が

あ
っ
た
か
。

【
保
健
福
祉
課
長
】
町
内
の

重
篤
な
副
反
応
例
は
な
い
と

承
知
し
て
い
る
。

【
石
渡
議
員
】
国
が
積
極
的

勧
奨
を
控
え
る
と
い
う
期
間

に
接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
方
へ
の
接
種
の
公

費
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
保
健
福
祉
課
長
】
令
和
６

年
度
ま
で
、
公
費
で
の
無
料

接
種
が
受
け
ら
れ
る
。

対
象
者
の
方
々
に
は
、
改

め
て
通
知
し
て
い
き
た
い
。
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２
０
２
３
年
３
月
、
多
古
町
定
例
議
会
で
、
日
本
共
産
党
の
石
渡
悦
子
議
員
、

菅
沢
ひ
ろ
た
か
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
住
宅
の
詳
細
を
問
う

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を

石渡悦子 議員

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

接
種
費
用
は
、
生
ワ
ク
チ

ン
４
千
円
、
不
活
化
ワ
ク

チ
ン(

帯
状
疱
疹
用)

１
回

当
た
り
１
万
円
を
２
回
分
。

接
種
費
用
の
１
／
２
を

補
助
。



【
菅
澤
議
員
】
農
業
生
産
者

の
高
齢
化
問
題
、
後
継
者
不

足
は
、
全
国
的
な
課
題
で
あ

り
、
本
町
も
例
外
で
は
な
い
。

町
の
現
状
の
取
組
を
伺
う
。

【
平
山
町
長
】
町
が
行
っ
た

農
家
意
向
調
査
で
も
、
人
材

不
足
は
恒
常
的
課
題
で
あ
り
、

農
業
人
材
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。

一
方
で
、
新
規
就
農
や
雇

用
就
農
な
ど
、
農
業
に
あ
こ

が
れ
る
方
々
も
一
定
数
い
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
方
々
を

多
古
町
の
農
業
に
結
び
付
け

て
い
く
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ

制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
研
修
を
受
け
入
れ
て

も
よ
い
と
答
え
て
い
る
人
が

約
40
人
い
る
。
受
け
入
れ
農

家
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
町

外
へ
の
発
信
を
計
画
し
て
い

る
。

農
業
体
験
ツ
ア
ー
に
、
夫

婦
２
組
を
含
む
７
人
の
参
加

が
あ
り
、
定
期
的
に
多
古
町

に
通
い
、
農
家
の
研
修
を
受

け
始
め
た
方
も
い
る
。

こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
は
、

人
材
不
足
の
農
家
と
の
連
携

に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
を
リ

タ
イ
ア
す
る
農
家
の
農
地
や

農
業
機
械
、
設
備
な
ど
を
利

用
し
て
伴
走
支
援
も
受
け
ら

れ
る
。

今
後
、
農
家
の
課
題
解
決

や
地
域
農
業
の
持
続
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
た

い
。

【
菅
澤
議
員
】
埋
め
立
て
条

例
の
一
部
改
正
が
遅
れ
て
い

る
が
進
捗
状
況
を
示
さ
れ
た

い
。ま

た
、
近
隣
自
治
体
で
厳

し
い
条
例
制
定
後
、
多
古
町

一
部
地
域
で
埋
め
立
て
が
急

増
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
町
の
認
識
を
伺
う
。

【
平
山
町
長
】
多
古
町
土
地

の
埋
め
立
て
等
及
び
土
砂
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
の
進
捗
状
況
は
、
千

葉
地
方
検
察
庁
に
協
議
を
依

頼
し
た
結
果
、
改
正

内
容
が
多
岐
に
わ
た

り
、
指
摘
事
項
の
修

正
を
経
て
、
２
月
協

議
が
終
了
し
た
。
次

期
定
例
会
に
条
例
改

正
案
の
上
程
を
目
指

し
て
い
る
。

町
内
の
埋
め
立
て

許
可
件
数
は
、
令
和

２
年
度
が
２
件
、
令

和
３
年
度
が
３
件
、

令
和
４
年
度
が
２
件

で
、
近
隣
自
治
体
の

条
例
改
正
が
要
因
で

急
増
し
て
い
る
と
い

う
認
識
は
な
い
。

染
井
地
区
は
、
町

に
よ
る
行
政
指
導
、

命
令
の
段
階
は
終
わ
り
、
捜

査
機
関
へ
の
相
談
は
終
了
し

て
い
る
。
事
業
主
か
ら
土
砂

撤
去
の
意
思
表
示
が
あ
り
、

適
正
な
計
画
、
実
現
性
を
確

認
し
、
実
施
さ
せ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

井
戸
山
地
区
は
、
昨
年
か

ら
撤
去
作
業
を
実
施
し
て
大

部
分
の
土
砂
が
搬
出
さ
れ
た

が
、
道
路
条
件
で
車
両
の
大

き
さ
を
制
限
し
て
い
る
の
で

長
期
間
に
わ
た
る
。

本
三
倉
地
区
は
、
事
業
主

と
土
地
所
有
者
で
合
意
が
さ

れ
、
今
後
の
見
通
し
の
報
告

を
し
て
い
る
の
で
、
必
要
な

指
導
を
継
続
し
て
い
く
。

【
菅
澤
議
員
】
特
定
外
来
生

物
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

が
栗
山
川
に
繁
茂
し
て
い
る
。

駆
除
に
つ
い
て
、
上
流
・

下
流
自
治
体
と
の
連
携
も
重

要
で
あ
り
、
そ
の
対
策
を
伺

う
。ま

た
、
地
域
で
共
同
駆
除

作
業
を
実
施
す
る
場
合
の
町

の
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

【
平
山
町
長
】
栗
山
川
で
生

息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
水

田
で
ま
ん
延
し
た
場
合
、
収

穫
作
業
が
不
能
に
な
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
。

田
之
倉
橋
か
ら
新
井
橋
ま

で
の
状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
副
知
事
、

関
係
各
部
長
に
対
応
に
つ
い

て
お
願
い
し
て
き
た
。
ま
た
、

両
総
用
水
事
業
推
進
協
議
会

の
会
長
に
も
協
力
を
お
願
い

し
た
。

拡
散
力
が
強
い
の
で
、
栗

山
川
流
域
全
体
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
今
後
も
周
辺
市

町
や
関
係
団
体
と
も
情
報
を

共
有
し
つ
つ
、
緊
密
な
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

現
地
の
一
部
で
県
に
よ
り

駆
除
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
の
対
象
と
な
る
の
で
、

経
済
的
支
援
を
行
い
、
共
同

作
業
を
促
進
し
て
い
く
。
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農
業
後
継
者
へ
の
対
策

無料法律相談会(予定)

４月15日(土) 佐原中央公民館

５月13日(土) 成田美郷台区民館

６月17日(土) 小見川いぶき館

７月15日(土) 佐原中央公民館

８月12日(土) 下総センター

相
談
は
14
時
～

埋
立
て
条
例
の
改
正
を
急
げ

菅沢ひろたか議員の賛成討論【要旨】

町の財政調整基金の保有高は、18億2,900

万円であり、総務省の示す基準を若干超えて

いるが、今後大きな事業も予定されており、

ある程度の保有は必要との町の考えは理解で

きる。大きな事業に対する国の交付金、補助

金等の手立てが考えられるが、町民の生活を

下支えする思い切った支援策を求める。

空港に隣接する多古町エリアでの物流拠点開発や、圏央道

のインターチェンジ設置に伴う多古町への集客の受け入れと

結びつけて、地域経済活性化拠点整備事業については、今後

の町の方向性を示すきわめて重要な案件と思われる。

子育て支援、教育支援、及び病児保育支援は、全国でもトッ

プクラスの政策で引き続き継続を求める。

学校給食費無料化は高く評価するが、食材の調達、安全性

について、地元重視、国産重視、残留農薬チェック等さらな

る改善策を求める。

又、帯状疱疹ワクチン接種助成の予算化は県内でも先進的

な取り組みと評価する。さらに、補聴器助成の実現に向けて、

方針を明確にすることを望む。

ロシアのウクライナ侵略は、農業者、多くの事業者、町民

の生活に影響があり、苦しい生活に国の支援金を活用するな

ど支援策を求める。

又、緊急盛土対策事業が予算化され、多古町の豊かな自然

と、町民の安心・安全な生活を守るため、さらなる対策強化

を求める。

さらに、通学路の安全対策を関係各課の連携により速やか

な実施を求める。
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